
 
 

 

  
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

ＶＣ１３１１Ｎ  
ＶＣ１３１１ＮＢ 

 

本製品を安全に、また正しくお使いいただくために 
必ず本取扱説明書をお読みください。 
お読みになった後も大切に保管してください。 
本取扱説明書はお手持ちのスマートフォンや 
タブレットからアクセスすることができます。 

取 扱 説 明 書 及び部 品 表 



は  じ  め  に 
 
 

 このたびは本製品をお買い上げいただき、ありがとうございました。 
 
 この取扱説明書は、可変型ロールベーラの取扱方法と使用上の注意事項について記載して 

おります。ご使用前には必ず、この取扱説明書を熟知するまでお読みのうえ、正しくお取扱

いいただき最良の状態でご使用ください。 
 
 ●お読みになったあとも必ず製品に近接して保管してください。 
 ●製品を貸与または譲渡される場合は、この取扱説明書を製品に添付してお渡しください。 
 ●この取扱説明書を紛失または損傷された場合は、速やかにお買い上げの販売店または当社 
 にご注文ください。（部品コードは裏表紙に記載しております。） 

 ●本書は、 注意 として、製品自体の損傷防止に関する留意事項を記載しております。 
 ●なお、品質・性能あるいは安全性の向上のため、使用部品の変更を行うことがあります。 
 その際には、お手元の製品と本書の内容が一致しない場合もありますので、あらかじめ 

ご了承ください。 
 ●ご不明な点やお気付きの点がございましたら、お買い上げの販売店または当社にご相談 
 ください。 

 

  
 
 

      印付きの下記マークは安全上、特に重要な項目ですので、よく読んで必ず 
   お守りください。 
 
 

          その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負うことになる 
          ものを示します。 
 
          その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性があ 
          るものを示します。 
 
          その警告に従わなかった場合、ケガを負うおそれのあるものを示 
          します。 
 

危険 

警告 

注意 

 

警 告 サ イ ン  
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取扱説明書と本機に貼ってある  表示ラベルをよく読み、機械の使い方をよく理解した 
うえで使用してください。また、機械を点検して異常がないかを確認してから使用して 
ください。 
機械を人に貸すとき、または所有者以外が運転するときは、運転方法を指導し、本書も 
貸与し必ず読んでもらってください。 

 
 １．本機を使用するにあたって      
（１）使用する人の条件 

次の項目に該当する場合は本機を使用しな

いでください。 

●飲酒したとき。 

●過労・病気・薬物の影響・その他の理由に

より正常な運転ができないとき。 

●妊娠しているとき。 

●取扱方法を熟知していない人。 

●１６歳未満の人 

 
 
（２）使用する人の服装 

機械に巻き込まれたり、滑って転倒したり  

する事故を予防するため、首巻き・腰タオル

をしないで、ヘルメット・滑り止めの付いた靴

を着用し、 だぶつきのない作業に適した 

服装で安全な作業をしてください。 

 
 
 

（３）適応トラクタ以外への装着厳禁 

次記の装着条件に合致するトラクタ以外に

は装着しないでください。 

●適応トラクタ馬力 

型  式 適用馬力 ｋＷ（ＰＳ） 

ＶＣ１３１１Ｎ 
ＶＣ１３１１ＮB 

４４.２～７３.５ｋＷ 
（６０～１００ＰＳ） 

●装着方式      ：２Ｐ V ヒッチけん引式 

●ＰＴＯ回転速度 ：５４０ｍｉｎ－１  

●電源用バッテリ ：ＤＣ１２Ｖ 

●油圧取り出し  ：複動油圧1系統 

単動油圧1系統 
●油圧最高圧    ：２１０ｂａｒ 

 
（４）装着時の前後のバランス確認 

トラクタに装着して持ち上げたときに、総 

重量の２０％以上の荷重が前輪に作用して

いることが必要です。もし、不足するときは 

トラクタ指定のフロントウエイトを取付けて、

２０％以上を確保してください。できなれば

装着しないでください。 

 
 

（５）バランスウエイトの取付け 

トラクタのバランスウエイトは指定されたウエ

イト以外は取付けないでください。 
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（６）機械の改造厳禁 

指定以外の部品を取付けないでください。 

また、改造をしないでください。 

 
 

（７）使用目的以外への使用禁止 

稲わら、麦稈、牧草のロールベール梱包を

目的とした機械です。 

他の目的には使用しないでください。 

 
 
（８）機械を他人に貸すとき 

取扱方法をよく説明して、使用前には『取扱

説明書』を必ず読むように指導してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．点検・整備をしてください       

（１）年毎の定期点検・整備を 

整備不良による不具合や事故を防止する

ために、１年毎に定期点検・整備を受け、

機械が最良の状態で作業できるようにして

ください。 

 
 

（２）作業前の点検・整備を忘れずに 

ご使用になる前と後には必ず点検・整備を

行ってください。 

 

（３）点検・整備・掃除をするとき 

点検・整備・修理・掃除をするときは、交通

の危険がなく、機械が転倒したり、動いたり

しない平坦で安定した場所でＰＴＯを切り、

トラクタのエンジンを停止し、駐車ブレーキ

または車輪止めをしてから行ってください。 

 
 

（４）ナイフに注意すること 

ナイフ類は、絶対に素手で触れないでくだ

さい。必ず手袋などの保護具を着用して  

ください。 
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（５）機械を常にきれいに 

火災予防と性能維持のため、回転部への草

などの巻付きやたまりを取り除き、機械を常に

きれいに維持してください。 

 
 

（６）排気ガスには十分注意 

屋内などでエンジンを始動するときは、エン

ジンの排気ガスによる一酸化炭素中毒の 

恐れがあります。エンジンの始動は、風通し

のよい場所で行い、やむをえず屋内で始動

する場合には、十分換気を行ってください。 

 
 

（７）カバー類を必ず取り付ける 

カバー類などの防護装置を取り外すときは、  

必ずＰＴＯを切り、エンジンを停止してから 

行ってください。また、取り外したカバー類は

必ず元どおりに取り付けてください。守らな

いと傷害事故を引き起こす恐れがあります。 

 

 

（８）注油・給油するときは 

ＰＴＯを切り、エンジンを停止し、回転部分

が完全に止まってから行ってください。 

 

（９）コントロールボックスの電源脱・着は 

トラクタのバッテリより電源を取り出します。 

その取り付け方法は、（＋）側から行って  

ください。 

外すときは、（－）側から行ってください。 

逆にすると火花が飛び危険です。 

（詳細は本文の『コントロールボックスの  

接続』を参照してください。） 

 
 

（10）タイヤの点検・修理をするときは 

①タイヤの空気圧は、規定の空気圧を必ず  

守ってください。 

②空気の入れ過ぎはタイヤ破損の恐れが

あり、死傷事故を引き起こす原因になりま

す。 

③タイヤに傷があり、その傷がコード（糸）に  

達している場合は、使用しないでください。 

タイヤ破損の恐れがあります。 

④タイヤ・チューブ・ホイールなどに関する  

交換・修理などは十分な整備設備をもち、 

特別教育を受けた人がいるタイヤショッ

プなどの専門店に依頼してください。 
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（11）長期格納するときは 

機械をきれいにし、回転部およびチェーン 

には十分注油して、屋内の平坦な場所に 

保管してください。 

コントロールボックスは、トラクタより取外して

屋内の乾燥した場所に保管してください。 

 
 

３．作業・移動をするときは       

（1）人や動物を近づけない 

特に子供には十分注意し、近づけないよう

にしてください。 

 
 

（2）ＰＴＯ回転中は危険です 

回転部には近寄らない。触れないを守って 

ください。 

 

（3）２人以上で作業するときは 

２人以上の共同作業では、お互いに声を 

掛け合うなどして、安全を確かめ合いながら

作業してください。 

 

 
 
 

（4）エンジンを始動するときは 

ＰＴＯを切り、変速レバーを中立にし、周囲

の人に合図をして安全を確かめてからエン

ジンを始動してください。 

守らないと傷害事故を引き起こす恐れが 

あります。 

 

（5）急な発進・停止・旋回・ 

スピードの出し過ぎ禁止 

スピードの出し過ぎ、急な発進・停止・旋回

は事故の原因となるだけでなく、機械の 

寿命も縮めますので行わないでください。 

また、起伏の多いほ場や傾斜地は危険  

です。 

作業スピードは極力低くして作業を行って 

ください。 

 
 

（6）傾斜地で作業するときは 

次のことを必ず守ってください 

①等高線に平行、または斜めに走行すると

横転の危険があります。 

斜面の作業は、必ず等高線に対して  

直角方向に走行してください。 

②傾斜地で旋回するときは、速度を落とし、

急ハンドルを切らないでください。高速で

旋回すると、転倒する危険があります。 

③傾斜地でのベール放出は、谷側にベー

ルが転がって危険です。必ず平坦地  

まで移動して、安全な場所で放出して 

ください。 
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（7）回転中のユニバーサルジョイント 

には触れない 

回転しているユニバーサルジョイントに、手

や足で絶対に触れないでください。巻き込ま

れて傷害を負うことがあります。 

 
 

（8）回転中のピックアップドラムや 

タイトベルトには触れない 

回転しているピックアップドラムやタイトベル

トに、手や足で絶対に触れないでください。

巻き込まれ重傷を負うことがあります。 

 

 
（9）移動及び作業の旋回時は 

トラクタに本機を牽引して旋回するときは、 

内輪差が生じるので十分注意してください。

急旋回は危険ですので行わないでください。 

 
 

（10）巻き付き草などを取り除くときは 

ＰＴＯを切り、エンジンを必ず停止し、回転部

が完全に止まってから行ってください。 

 

（11）ベールを放出するときは 

ベールの放出は、後方に人がいないことや、 

障害物のないことを十分確認し、放出距離

を考慮して放出してください。 

 

 

（12）チャンバを開けて作業するときは 

左右のシリンダストップバルブを必ずロック

してください、ロックしないと傷害事故を引き

起こす恐れがあります。 

 
 

（13）溝や畦を横断したり軟弱な所を通るときは 

スリップや転倒による事故を防ぐために、

幅・長さ・強度が十分あるスリップしないア

ユミ板をかけ、最低速度で通ってください。 

 
 

（14）作業途中で運転席より離れるときは 

平坦な場所に停車し、ＰＴＯを切り、エンジン

を停止し、駐車ブレーキを掛け本作業機側

に車輪止めをしてください。 
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（15）高圧油に注意してください 

①圧力がかかり噴出した油は、皮膚に浸透

する程の力があり、傷害の原因になりま

す。 

②高圧油による傷害を防止するために、 

配管・ホースなどの取り外し前には必ず

残圧を抜いてください。 

③圧力をかける前に配管・ホースなどは 

正しく確実に締付けてください。 

④非常に小さな穴からの油漏れは、ほとんど  

目に見えないことがあります。 

手で油漏れを探すことは絶対にやめてく

ださい。必ず保護メガネをかけ、紙などを

使用して調べてください。 

 

 

 

 

 
⑤万一、油が皮膚に浸透したときは、強度の  

アレルギーを起こす恐れがありますので、

すぐに医療機関を受診してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（16）高温油に注意してください 

①高温油による傷害を防止するために、 

作業直後の注油やミッションのオイル 

交換はしないでください。作業前か十分

温度が冷えてから行ってください。 

②火傷やケガを負った場合は、速やかに

医療機関を受診してください。 

 
（17）乾草に注意 

乾燥不充分な牧草をベールに成形すると、  

ベール内部からの発火により火災が発生

する危険性があります。ベール成形後２～

３日間は、風通しの良い屋外に仮置きした

後、屋内に収納してください。 

 
 

４．道路走行・輸送するときは      

（1）トラクタ装着時の公道走行について 

保安部品基準や構造要件などの一定の  

条件を満たすことで公道を走行することが 

できます。 

具体的な条件については日本農業機械工

業会「農耕作業用トレーラをけん引する農耕

トラクタの公道走行ガイドブック」 

（www.jfmma.or.jp/koudo.html）をご参照ください。

 
以上、機械の取扱で注意していただく主だった事項を記載しましたが、これ以外にも本文の 

中で 印を付けて安全上の注意事項を表記しております。 
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５．警告ラベルの貼付位置      

 
 
 
 
 
 
 
 

①部品コード 001306200311 

 

②部品コード 001206000310 

 

③部品コード 001206000750 

 

④部品コード 001206000321 
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警告ラベルの取扱注意事項 

（1）警告ラベルはいつもきれいにして傷をつけないように、また汚れている場合、中性洗剤で洗い、柔ら

かい布で水気を拭いてください。 

（2）傷ついたり、汚れたり、剥がれた場合は、お買い上げの販売店または当社に注文し新しいラベルを

元の位置に貼ってください。 

（3）警告ラベルが貼ってある部品を交換する場合は、新しいラベルを注文して元の位置に貼ってください。 

（4）新しいラベルを貼る場合は、汚れを拭き取り、乾いた面に貼ってください。 

気泡は隅へ押しながら抜いてください。 

⑥部品コード 001306951020 

 

⑦部品コード 001306000070 

 

⑧部品コード 001306002220 

 

⑨部品コード

001306000080 

 

⑤部品コード 001206000561 

 

⑩部品コード 00120-6002-

260 

 

⑪部品コード 001206002340 

 

⑫部品コード 001206002280 

 

 
⑬部品コード 001206002220 

（VC1311NB） 

 
⑭部品コード 001205300030 

（VC1311NB） 
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本製品の使用目的について 

  本製品は、稲ワラ、牧草、麦稈等をロール成形する作業にご使用ください。 

使用目的以外の作業や改造などは、決して行わないでください。 

使用目的以外の作業や改造をした場合は、保証の対象になりません。 
 

アフターサービスについて 

機械の調子が悪いとき、不調診断に従って 

点検・処置しても、なお不具合があるとき 

は、お買い上げいただいた販売店、ＪＡ 

（農協）、または、お近くの当社営業所まで 

ご連絡ください。 

【連絡していただきたい内容】 

  ●品名と型式 

●機体 No．（ＳＥＲ－Ｎｏ） 

●ご使用状況は？ 

（どんな条件でどんな作業をしていたときに） 

●どれくらい使用されましたか？ 

（約〇〇アール、または約〇〇時間使用後） 

●不具合が発生したときの状況をできるだけ 

詳しく教えてください。 

※機体№は、上図に示す機体銘板に打刻しております。 

【今後参考のため、次の空欄に機体 No．などを記入しておいてください。】 

品   名 可変径ロールベーラ 

型   式 ＶＣ１３１１Ｎ（Ｂ） 

機 体 № 
（SER－№） 

 

購入年月日 年       月      日 

販売店名 
 

TEL：     （     ）        

 

車台番号について 

  本製品には、上記機体 No．と関連させて機械の 

同一性を管理する車台番号が打刻されています。 

打刻位置と打刻形式は右図を参照してください。 

車台番号 

ＶＣ１３１０-＊＊＊＊  

 

(機体銘板貼付け位置図） 

車台番号打刻位置

フロントケース右下（右カハ゛ー内）
車体番号打刻位置 

フロントケース右下 
（右カバー内） 
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◆本体 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
番号 名 称         は た ら き                     

１ V ヒッチ トラクタと連結します。 

２ スタンド トラクタの脱着時および保管時に使用します。 

３ ユニバーサルジョイント トラクタからの動力を伝えます。 

４ 油圧カプラ トラクタから油圧の供給を受けます。 

５ フロントチャンバ ベールの成形を行います。 

６ リアチャンバ ベールを放出するために開放します。 

７ タイヤ 波形パターンの草地を傷めにくい広幅タイヤです。 

８ ピックアップドラム 牧草を拾い上げます。 

９ ゲージホイール ピックアップドラムの拾い上げ高さを調節します。 

１０ ネット装置 ネットでベールを結束します。 

１１ キッカー ベールを機体後方へ転がします。 

１２ 圧力ゲージ ベールの成形圧力を表示します。 

１３ シリンダストップバルブ リアチャンバを開放して点検するときシリンダを固定します。 

１４ 車輪止め 駐車時にタイヤの歯止めをします。 

１５ カッティングドラム 拾い上げた牧草をチャンバ内で回転させます。 

１６ ナイフ装置 拾い上げた牧草を切断します。 

１７ コントロールボックス ベール直径、密度等の設定および各種インフォメーションを表示します。 

１８ タイトベルト 拾い上げた牧草をチャンバ内で回転させます。 

１９ オイルタンク チェンへ給油するためのオイルを入れます。（油圧作動油ＩＳＯＶＧ３２を４ℓ） 

２０ 予備ネット台 予備のネットを載せる台 

２１ ベルトテンションシリンダ 油圧シリンダでベールの固さを調整します。 

 

 

14(右側面) 

 

 
3 

4 

5 

6 
19(左側面） 

9 

11 
8 

17 

12 

18 

13 

7 

10 

1 
2 

15.16 

20 
21 
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◆コントロールボックス 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
 

番号 名 称         は た ら き                     

１ ヒューズ 

２０Ａのヒューズが入っています。 

※切れたら原因を取り除き、新しいものと交換してください。  

※アンペア数が指定と異なるヒューズを入れると故障の原因となり 

ますので行わないでください。 

２ 電源コネクタ 付属の電源コードを利用し、バッテリから直接接続してください。 

３ ブザー 

電源入と同時に「ピー（連続音）」と鳴ります。 

満了感知間際で予鈴「ピー、ピー（断続音）」、 

設定ベール径で本鈴が「ピー（連続音）」と鳴ります。 

ネット繰り出しと同時に「ピー（連続音）」と鳴ります。 

ネット巻きつけ完了後に「ピー（連続音）」と鳴ります。 

作業エラー時に「ピー、ピー（断続音）」と鳴り続けます。 

４ 通信コネクタ ECU と接続します。 

５ 液晶画面 作業状態、エラー内容を表示します。 

６ 作業 OK ランプ 
本機が作業を行ってよい時（草を拾ってよい時）に点灯します。 

作業ＯＫランプが消灯しているときは作業を行わないでください。 

７ 電源入/切ボタン 
一度長押しするとコントロールボックスの電源が入り、もう一度押すと 

電源が切れます。 

８ ネット繰出しボタン 

設定ベール径の前にベールを結束したいときに使用します。 

※ボタンを押すとネットの強制繰り出しを行います。 

  ＰＴＯが回転していないと繰り出しできません。 

1 
2 

3 

4 

5 
6 

7 

8 

9 1
 

11 11 1
 

1
 

1
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番号 名 称         は た ら き                     

９ 設定ボタン 

各種作業の設定を行います。 

・ ベール直径（８０～１３０、１刻みで設定可能） 

・ ネット巻き数（１．５～４巻き、０．５刻みで設定可能） 

・ ベール固さ（１０段階で設定可能） 

・ ソフトコア設定の ON/OFF 

・ 注油時間（１～６０秒、０．１刻みで設定可能） 

１０ ＋ボタン・－ボタン 作業設定画面のときに押すと設定値が増減します。 

１１ 次へ・戻るボタン 表示項目を〔次の画面〕や〔前の画面〕に切替ます。 

１２ 注油ボタン 
一度押すと「注油時間」の設定秒間注油します。 

押し続けると押している間注油され、離してから設定秒間注油します。 

１３ 累積個数切替ボタン 
累積個数 A と累積個数 B の表示を切り替えるときに使用します。 

「累積個数切替ボタン」を長押しすることで累積個数をリセットできます。 

１４ ボリュームスイッチ 警報ブザーの音量を調整します。 

 
 
 
 
 

1 
2 

3 

4 

5 
6 

7 

8 

9 1
 

11 11 1
 

1
 

1
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番号 名称 は た ら き                     
１５ 設定ベール径 設定したベール径が表示されます。 

１６ ベール径 現在のベール径が表示されます。（７５～表示） 

１７ 累積個数 作ったベールの個数が表示されます。 

１８ ネット繰出しマーク 動作表示：ネットを繰り出しています。 

１９ 注油マーク 動作表示：注油しています。 

２０ チャンバ開警告マーク 警告表示：チャンバが開いています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

15 16 

17 

18 19 

20 
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◆はたらき 
 「ディスプレイ」に、ロールベーラ部の作業状態や異常状態を表示します。 

 また、異常発生時は緊急度に応じてブザーを鳴らします。 

 

 記号の見かたは次のとおりです。 

表示・機能 内容 正常時 異常時 

ディスプレイ 

ロールベーラ部の作業

状態やセンサ異常に

ついて文字で表示しま

す。 

  

ブザー警報 

異常時やネット交換、

作業完了時にブザー

が鳴ります。 

－ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

静止画面 
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◆表示内容 
操作 表示内容 ディスプレイ画面 ブザー 

電源ボタンを押

し て く だ さ い

（長押し） 

 

バージョン情報を表示し

ます。 

ブザー：ピー（連続音） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※電源を入れた時に  

カムが 初 期位 置 に  

ない場合、自動的に 

カムが初期位置まで

回転します。 

 

 

 

 

初期画面を表示します。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

*** 
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◆作業時のコントロールボックス表示 
ランプ ディスプレイ画面 内容 ブザー 

 １.メイン画面 

 

 

 

 

 

 

２.予感知 

 

 

 

 

 

 

３.満了感知 

 

 

 

 

 

 

４.ネット繰出し 

 

 

 

 

 

 

５.ネット結束 

 

チャンバ内が空またはベール径が７５未満のとき

に左図の画面が表示されます。 

全てのセンサに異常がなければ「作業 OK」 

ランプが点灯し作業を開始することができます。 

 

 

 

チャンバ内のベール径が設定ベール径の９０％

に達したときに予鈴が鳴ります。 

ブザー：ピー、ピー（断続音） 

 

 

 

 

チャンバ内のベール径が設定ベール径に達した

ときに本鈴が鳴ります。 

ブザー：ピー（連続音） 

 

 

 

 

設定ベール径に達すると「作業ＯＫ」ランプが  

消灯し、ネットが繰り出され、ネット繰出しマークの

横に「  」マークが表示されます。 

 

 

 

 

ネットが繰り出された後にネットの結束が始まり、 

液晶には「ネット結束中」の画面が表示されます。 
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◆作業時のコントロールボックス表示 
ランプ ディスプレイ画面 内容 ブザー 

 ６.巻き付け完了 

 

 

 

 

 

 

７.チャンバ開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８.チャンバ閉 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

ネットの結束が終わるとネット切断用のナイフが

降り、液晶には「巻き付け完了」の画面が表示  

されブザーが鳴ります。 

ブザー：ピー（連続音） 

 

 

 

ベール放出のためにチャンバを開くと「チャンバ

が開いています」の警告が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベールが放出されチャンバを閉じると累積個数

が＋１され「作業ＯＫ」ランプが点灯します。 
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◆操作方法 
【チェン注油】 
初期画面で「注油」ボタンを押します。 

ボタンを一度押すと、自動注油チェンに設定秒間注油します。 

ボタンを押し続けると押している間注油し、離してから設定秒間注油します。 

ボタンを押してから３秒後に初期画面に戻ります。 

 

 
 
 
 
 
 
 
【ベール累積個数切替】 
「累積個数切替」ボタンを押すごとに「Ａ」と「Ｂ」と「Ｔ」の表示を切り替えることができます。 

個数のカウントをリセットするには、「累積個数切替」ボタンを長押しします。 

Ｔ：は使い始めからのトータル個数を表示します。（Ｔ:のカウントはリセットできません） 

 

 
【ネット繰出し】 
「ネット繰出し」ボタンを押すと規定量のネットを繰り出します。 

ボタンを押してから３秒後に初期画面に戻ります。 
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◆設定モード 
５つの項目の「作業設定」を変更することができます。 

 

【設定モードへの移行のしかた】 
（１）初期画面の状態から「設定」ボタンを押します。 

 

 
 

（２）「戻る」または「次へ」ボタンで設定項目を切り替えます。 

（３）「＋」または「－」ボタンで設定値を変更します。 

 

 

 

（４）設定完了後、「設定」ボタンを押し初期画面へ戻ります。 
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【設定モード項目】 
設定項目 表示画面 初期値 設定範囲 

ベール直径 

 

１３０ 
８０～１３０ 

（１刻み） 

ネット巻数 

 

２．５ 
１．５～４巻 

（０．５刻み） 

ベール固さ 

 

８ 

１～１０ 

（１刻み） 

（注１） 

ソフトコア切替 

 

ＯＦＦ ： ０  

給油時間 

 

１.０ 

１～６０ 

（０.１刻み） 

ベール１０個ごとに設定

秒間自動給油を行いま

す。 

注１．ベール加圧油圧回路のチェックを行えるように、ベール固さ設定画面を表示中にチャンバを開くと 

正常であれば設定ベール固さに応じて油圧圧力ゲージの針が動きます。 
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◆コントロールボックスの警告・エラー表示 
警告名称 警告内容 液晶表示 ブザー音 

ナイフホルダ降警告 

ナイフホルダが降りているとき

に出る警告です。 

ブザー：ピー、ピー（断続音） 

 

 

チャンバ開警告 

チャンバが開いているときに

出る警告です。 

液晶表示：チャンバが開いて

います。 

ブザー：ピー、ピー（断続音） 

右図上の液晶表示の後に 

右図下の画面へ切り替わり 

ます。 

 

 

 

エラー名称 エラー内容 液晶表示 ブザー音 

カム回転エラー 

ネット繰り出しの際、カムが 

回転できないときに出るエラー  

です。 

ブザー：ピー、ピー（断続音） 

 

 

ネットカウントエラー 

ネット繰り出しおよび結束中

に、ネットがチャンバ内に入っ

ていないときに出るエラー  

です。 

ブザー：ピー、ピー（断続音） 
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◆メーカー設定モードの表示と変更方法 

・「＋ボタン」「－ボタン」を押しながら、コントロールボックスの電源を入れてください。 

・「次へボタン」または「戻るボタン」で変更したい設定項目に移動します。 

・「＋ボタン」または「－ボタン」で設定値を変更できます。 

・設定後電源を切ると記憶します。 

※むやみな設定変更は動作不良に繋がりますので、絶対にしないでください。 

また、変更する場合は販売店へご相談ください。 

設定項目 説明 初期値 設定可能範囲 

ネット繰出量（巻） 
ネットの繰り出し量調整が 
行えます。 

０．５ 
０．１～４．０ 

（０．１巻刻み） 

ネット繰出遅延時間（秒） 
満了感知後、設定した時間
が経過してからネット繰り出
しを行います。 

０ 
０～１０ 

（１秒刻み） 

センサチェック 
各センサの ON/OFF とカウ
ント数を表示します。 
（詳細は P.２４を参照） 

―  

ソフトコア固さ 
ソフトコア設定径までの圧力
を設定できます。 

１ ０～８ 

ソフトコア径（％） 
ベール直径に対するソフト  
コア率を設定できます。 

８５ 
５０～９０ 

（１％刻み） 

バックアップモード 

カウントセンサに不具合
があったとき、カウントセン
サを使用せずに、タイマ
でネット巻きできます。 

０（OFF） 
ON：1 

OFF：０ 

バックアップ繰出し時間 

（秒） 

バックアップ繰出し時、ネット
を繰り出す時間を設定でき   
ます。 

５ 
１～１０ 

（１秒刻み） 

バックアップ結束時間 

（秒） 

バックアップ結束時、ネッ
トを結束する時間を設定 
できます。 

１５ 
１～６０ 

（１秒刻み） 

予鈴タイミング（％） 
予鈴が鳴り始めるタイミング
を設定できます。 

９０ 
８０～９９ 

（１％刻み） 

本鈴タイミング（％） 
本鈴が鳴るタイミングを設定 
できます。 

１００ 
９０～１００ 

（１％刻み） 

電圧警告（V） 
設定電圧以下になると低電
圧警告が表示されます。 

１１．４ 
９．８～１２．５ 

（０．１刻み） 

キッカーセンサ 
キッカーセンサを取り付けた 
場合に使用します。 

１（ON） 
ON：1 

OFF：０ 
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設定項目 説明 初期値 設定可能範囲 

CHAM_ON_T（秒） 
（作業 OK ランプ点灯 
タイミング調整） 

ベール放出後、チャンバが 
閉まってから作業ＯＫランプが
点灯するまでの時間を調整 
できます。 

３ １～１０ 

SEN_T_O 
（秒） 

設定秒の間ネット繰出しカム
センサが反応しないと、カム 
センサ異常を出します。 

１０ ０～１０ 

CNT_T_O 
Ｗ（秒） 

設定秒の間ネット回転検出 
センサが反応しないと、ネット
異常エラーを出します。 

５ ０～１０ 

DIA_OFFSET 

設定したベール径と出来あが
ったベール直径が違っている
場合に調整を行います。 
出来あがりベールを大きく  
したいときは数値を減らして 
ください。小さくしたいときは
数値を増やしてください。 
P.４３を参考にしてください。 

５７ ４０～７０ 

 
◆センサチェック表示 
 ・メーカー設定モード内のセンサチェック項目です。 

 ・各センサの取付位置は P.５６付表５．構成部品の位置（電装）を参考にしてください。 

確認項目 説    明 

チャンバ右 

チャンバ左 

チャンバ上 

カム１ 

カム２ 

ナイフホルダ 

トワインガイド 

キッカー 

チャンバ閉右センサの状態を確認できます。（ＯＮ:０ ＯＦＦ:１） 

チャンバ閉左センサの状態を確認できます。（ＯＮ:０ ＯＦＦ:１） 

取り付けていないセンサです。（ＯＦＦ:１） 

ネット繰出しカムセンサ１の状態を確認できます。（ＯＮ:０ ＯＦＦ:１） 

ネット繰出しカムセンサ２の状態を確認できます。（ＯＮ:０ ＯＦＦ:１） 

ナイフホルダセンサの状態を確認できます。（ＯＮ:０ ＯＦＦ:１） 

取り付けていないセンサです。（ＯＦＦ:１） 

取り付けていないセンサです。（ＯＦＦ:１） 

ベールサイズ 

ベール右センサ 

ベール左センサ 

カウント 

バッテリ電圧 

トータル 

ベールサイズセンサの値を確認できます。（０～２５５） 

取り付けていないセンサです。 

取り付けていないセンサです。 

ネット繰出し量カウントセンサの状態を確認できます。 

バッテリ電圧の値を確認できます。（Ｖ表示ではありません） 

成型したベール個数（ソフトを書き変えない限りリセットされません） 
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作業の安全を確保し、故障を未然に防ぐには、機械の状態をよく知っておくことが大切です。 

作業前の点検は欠かさず行ってください。 
 

 
【点検一覧表】 

点検箇所 点検項目 処置 参照ページ 

コントロールボックス 
電源ランプ点灯確認 

作業ＯＫランプ点灯確認 

ヒューズを確認する。 

電源コードの接続を確認する。 

エラー表示が出ている場合は

不調診断を参照してください。 

１１－１２ 

５３－５４ 

ロールベーラ部 

損傷がないか。 

牧草くずが溜まっていないか。 

ローラに牧草が巻き付いて 

いないか。 

損傷がある場合はお買い上げ

先に相談する。 

掃除をする。 

巻き付いた草を取り除く。 

５１ 

タイトベルト 傷や破れを確認する。 
損傷がある場合はお買い上げ

先に相談する。 
－ 

タイヤ 空気圧を確認する。 不足のときは空気を補充する。 ４９ 

タイヤホイルの 

ハブナットのゆるみ 
緩んでいないか確認する。 締め付ける。 － 

駆動チェン油 

（オイルタンク） 

オイルタンクにオイルが入って

いるか確認する。 

不足のときは、油圧作動油 

ＩＳＯ ＶＧ３２相当を 

オイルタンクへ入れる。 

４６ 

その他各部注油、 

グリスアップ 

各部への注油、グリスアップを

確認する。 
注油、グリスアップを行う。 ４６－４８ 

各部のチェン 張りを確認 ゆるい場合は調整する。 ４４－４５ 

ボルト、ナット ゆるみ、脱落がないか。 締め付け、補充する。 － 

ピックアップドラム 草などの巻き付き 草などの巻き付きを除去する。 － 

ピックアップタイン 折れ、曲がりがないか。 交換、または修理する。 － 

・点検は地面が平坦で硬く、広く明るい場所を選び、エンジンやその他の駆動部が完全に  

停止してから行ってください。 

 守らないと、ロールベーラが動き出し障害事故を引き起こすおそれがあります。 

・給油、注油および回転部等の点検をするときは、必ずＰＴＯを切ってください。 

 守らないと、手や衣服が巻き込まれたり挟まれたりして、障害事故を引き起こすおそれが  

あります。 

・点検時にカバーを開けたり、取り外した場合は、必ず元に戻してから作業をしてください。 

 守らないと、手や衣服が巻き込まれたり挟まれたりして、障害事故を引き起こすおそれが  

あります。 

警 告 
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点検箇所 点検項目 処置 参照ページ 

油圧ホース オイル漏れがないか。 
取付部の締め付け。 

交換する。 
－ 

警告ラベル貼付箇所 
はがれ、汚れ、破損等が

ないか。 
新しいものに貼り換える。 ７-８ 

反射器、灯火装置 汚れ、破損等がないか。 掃除、交換する。 － 

 
以上について異常が認められない場合は、エンジン回転速度を低速にしてチャンバを開放したまま、

３～５分間ならし運転を行ってから作業を始めてください。 

 

点 検 メ モ 
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●トラクタへの本機の装着は、平坦で安定した場所で行ってください。 

●Ｖヒッチへの装着はトラクタの動きに十分注意し、２人以上の共同作業ではお互いに声を掛け 

合うなどして、安全を確かめ合いながら作業してください。 

●ユニバーサルジョイントの接続は、必ずトラクタのエンジンを停止し、ＰＴＯクラッチを切ってから 

確実に取り付けてください。 

以上のことを守らないと傷害発生のおそれがあります 

 
１．装着のしかた 

◆装着順序 

左ロワーリンク、右ロワーリンクの順序で取り 

付けてください。 

 

◆チェックチェンで横振れ調整 

運転および作業時、本機の横振れを防止す

るために、ロワーリンクの振れがトウクタを中心

に左右に２～３ｃｍ程度となるように、チェック

チェンを調整してください。 

 

◆スタンドを上げる 

ロワーリンクでヒッチを少し上げ、スタンドを 

上げてピンで固定してください。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

注 意 

ロワーリンクを上げた時は、Ｖヒッチとジョイント

が当たらないことを確認してください。 

・ロワーリンクを上げ過ぎないでください。 

・ロワーリンクを上げたままほ場の出入りを行う

際は、トラクタとロールベーラの姿勢が変化

してＶヒッチとジョイントが近接し、ぶつかる 

おそれがあります。 

※ジョイントや本機の破損につながります。 

 
２．車幅の調節 

◆調節方法 

機体を吊り上げるか、アクスルの下にジャッキ

をかけ、固定ボルトナットを外し、アクスルの 

穴位置を変更してください。 

 
注 意 

・必ず左右の車軸とも、内外同じ穴位置に 

なるようにしてください。 

・内側の穴が標準位置です。 

 

 

 

 警 告 

固定ピン 

タイヤ アクスル 

穴位置で車幅を 
調節できます。 
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３．ユニバーサルジョイントの取付け 

◆取り付け順序 

本機入力軸に取り付けてから、トラクタＰＴＯ

軸に確実に取り付けてください。 

 

注 意 

本機側は広角ジョイント、トラクタ側はクラッチ

付きです。 

逆に取り付けるとジョイントが破損するおそれ

があります。 

 

◆ユニバーサルジョイントの長さを確認 

ジョイントの長さはロワーリンクによる本機の  

上昇・下降により変化します。 

先にジョイント長さを確認し、長すぎるときは、

次図の寸法が確保できるように切断してくだ

さい。 

 
 
注 意 
作業時のジョイント角度は、本機側広角ジョイ

ントで６０°（度）、トラクタ側で２５°（度）を超え

ないように調整してください。 

※６０°および２５°を超えるとジョイント破損の 

原因となります。 

 

 

 

 

◆カバー回転止めチェンで固定を 

ユニバーサルジョイントのカバーが回転し  

ないよう、チェンに余裕をつけてしっかりと  

固定してください。 

 

４．油圧ホースの接続 

◆接続は残圧を抜いてから 

①トラクタのエンジンを停止し、トラクタの油圧 

操作レバーを動かして残圧を抜いてください。 

②複動 1 系統、単動 1 系統を接続します。 

 

・複動１系統はナイフホルダを上下に動かし 

ます。 

・単動１系統は切替レバーが付いており、チャ

ンバ開閉（太いホース）およびピック昇降

（細いホース）に使用します。 

 

注 意 
・油圧ホースを取り外すときは、トラクタのエン

ジンを停止した後、油圧レバーを動かして 

残圧を抜いてください。 

・油圧ホースをトラクタから外したときは、必ず  

付属のダストキャップをカプラに差し込み、 

ゴミや傷を付けないようにしてください。 
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５．コントロールボックスの接続 

◆電源の取り出し 

コントロールボックスの電源は、トラクタのバッ

テリより取り出します。 

 

◆接続できるバッテリの電圧は１２V です 

２４Ｖのバッテリには接続しないでください。 

間違って接続すると、コントロールボックス  

内部の機器が破損します。 

 

◆（＋）、（－）の接続を間違えないように 

白色線はバッテリの（＋）へ接続します。 

黒色線はバッテリの（－）へ接続します。 

 
注 意 

・（＋）（－）の接続を間違えると、コントロール

ボックスは作動しません。 

・バッテリの容量不足はコントロールボックス

の誤動作の原因になります。十分に充電 

されたバッテリを使用してください。 

 

 

・接続の順序は（＋）側から行ってくだ

さい。 

・また、取り外すときは（－）側から 

 行ってください。 

 

◆コントロールボックスの取り付け 

コントロールボックス裏側には吸盤を装着して

います。操作がしやすいように、トラクタの  

ウインドウなどの視界の妨げにならない位置

に吸着させて取り付けてください。 

 

◆配線の接続 

電源コードと作業機側コードをそれぞれコン

トロールボックスに接続します。 

配線が作業の邪魔にならないようにトラクタ

に固定してください。 

 

◆液晶画面表示の確認 

配線の接続が終了したら、電源を入れ液晶

画面が表示されていることを確認してくださ

い。 

液晶画面が表示されないときは、電源コードの 

ヒューズ（３０A）が切れていないか、バッテリの

（＋）と（－）が逆になっていないか、コネクタが 

ききちんと差し込まれているかを確認してくだ  

さい。 

 

 

◆作業終了後は取り外して屋内保管 

作業終了後は、電源コード・延長コードの 

コネクタより切り離し、水などがかからない 

屋内に保管してください。 

 

６．燈火の接続 

 
端子Ｎｏ 線色 接続機器 

１ 黄色 左ウインカー 
２ 茶色 後退灯 
３ 白色 アース 
４ 緑色 右ウインカー 
５ 黒色 尾灯・車幅灯 
６ 赤色 制動灯 

トラクタ側の燈火装置用ソケットがＤＩＮ規格品

の場合は、変換ハーネスを取り付けてください。 

注 意 
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１．ベール直径、密度の取扱い 

◆ベール密度の設定 

ベール密度は、コントロールボックスで設定し

ます。 

乾草の場合は、設定圧力を低めに設定し、ソ

フトコアを使用することをお勧めします。短い

乾草でつまりが発生するときは、設定圧力を

落としてみてください。 

ベール固さは８の設定が標準です。 

必要に応じて、サイレージの場合は設定値を  

高く、乾草の場合は設定値を低くしてください。 

 
◆ベール直径設定 

設定範囲 サイレージ：８０～１２５ 

乾 草  ：８０～１３０ 

注 意 
サイレージの時は、最大ベール重量が８００ 

ｋｇ以下になるように設定してください。 

 
２．累積表示の取扱い 

ベールの放出ごとにカウントします。 

コントロールボックスのディスプレイに表示され

ます。ネットを繰り出し、ベールを放出する  

（リヤチャンバを開けたとき）ごとにカウントし、

完成ベールの数を表示します。（リヤチャンバ

を開けただけではカウントされません。） 

 

 
 
 
 
 
 

３．油圧装置 

◆チャンバ開閉・ピック昇降切り替え 

三方バルブでチャンバ開閉・ピック昇降を 

切り替えます。 

油圧ホースは、チャンバ開閉用はシリンダを 

２本使用しているので太く、ピック昇降用は 

シリンダが１本なので細いと覚えてください。 

次図の方向指示板を目印に三方バルブを 

操作してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆ピックアップ昇降操作のしかた 

トラクタのコントロールレバーを操作し、ピック

アップを昇降してください。 

注 意 
・圃場間の移動後など、ピック昇降とチャンバ 

開閉を切り替える場合は、必ずピックが下がっ

た状態で切り替えを行ってください。 

・ピックが上がった状態で切り替えを行うと、チャ

ンバフックがはずれ、作業ができなくなる場合

があります。 

・誤って操作しチャンバフックが外れた場合は、 

無理にネット結束を行わず、チャンバを開け 

中の草を取り除き、作業を再開してください 。

これを怠るとタイトベルトがひっくり返ったり、 

機械が破損するおそれがあります。 

ピック昇降 チャンバ開閉 

方向指示板 
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◆チャンバ開閉操作のしかた 

トラクタのコントロールレバーを操作し、チャン

バを開けてください。 

閉じるときは、チャンバロックを確実にするため、 

途中で止めたりせず、チャンバを閉じてくだ  

さい。 

 

◆開けたままでロックするときは 

点検・整備・清掃などでチャンバを開けたまま

で作業するときは、必ず左右のシリンダストップ

バルブレバーを閉の方向に回して、シリンダを

ロックしてください。 

 

 

注 意 
再びチャンバを開閉する時は、必ず左右のシ

リンダストップバルブを開の方向にしてください。 

 

 

チャンバを開けた状態でストップバルブを 

閉から開に切り換えた時、少しチャンバが 

下がることがありますのでご注意ください。 

 

 

４．ピックアップ装置の取扱い 

◆プレスローラの使いかた 

チェンをフックから外して高さを調整します。 

プレスローラがウインドローに軽く触れるぐら

いに調整してください。 

 
 

◆ゲージホイールの使いかた 

左右のハイトアジャスタを希望する高さに 

固定してください。また、左右のハイトアジャ

スタは同じ高さに固定してください。 

ゲージホイールは地面から少し浮かせた 

状態で使用してください。 

 

注 意 
・ゲージホイールで草を踏むと、カッティング 

ドラムやピックアップで詰まりやすくなります。 

・ほ場から出入りする際は、ピックアップやゲー

ジホイールの破損事故を防止するために  

ピックアップを最も上げた状態にしてください。 

ハイトアジャスタ

ゲージホイール

地
面
か
ら
浮
か
す

タイン位置高い

タイン位置低い

ゲージホイールを使用しない場合用穴

シリンダストップバルブ 
（左右） 

ロック状態 

注 意 
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５．ネットの取付けと通しかた 

ネットは次図のように通してください。 

ネットの先端は、ゴムローラより約１０ｃｍ垂らしてください。 

 

①ネット軸を引き出してブレーキディスク

を外す 

 
②ネット用ブレーキディスクを挿し込む 

    

③本体にセット 

 

注 意 
・ネットは先端を束にしてゴムローラとローラ

の間を通し、上図のように約１０ｃｍ出して

ください。 

・ネットを通す場合は、切断用のナイフがロ

ーラの後ろにありますので、手を切らない

よう特に注意してください。 

 

注 意 
・必ずタカキタ指定ネットを使用してください。

ネットの種類によりトラブルが発生すること

があります。 

 

◆ネットのブレーキ力調整のしかた 

アールピンを外し、バネフックの穴位置を変更 

することで、ネットのブレーキ力を調整でき  

ます。バネが伸びるように上側の穴を使うと 

ブレーキ力が強くなります。 

 

  

右回転しながら挿入 

アールピンとバネフック 

①は最もネットブレーキが 

強く、④は最も弱くなります。 

３ 
２ １ 

４ 
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６．ナイフホルダ開閉のしかた 

ピックおよびカッティングドラム部分の草詰まり

を、トラクタに乗ったまま解除することができま

す。 

 

◆草詰まり解除のしかた 

①草詰まりのためジョイントクラッチが働き回転 

停止した場合、すぐにトラクタの走行および 

ＰＴＯを停止してください。 

 

②トラクタを少し後進させ、集草列から離れて

ください。 

 

③トラクタのナイフホルダ側油圧レバーを操作

し、ナイフホルダを完全に下げてください。

下がっている場合は、コントロールボックス

の液晶に「ナイフホルダが降りています」と

表示されます。 

 

 

④トラクタのＰＴＯを低速で接続してください。 

１度で解除できない場合は、数回ＰＴＯを

断続することで解除できます。 

⑤ＰＴＯを回転しながら、油圧レバーを操作

してナイフホルダを完全に上げてください。

コントロールボックスの「ナイフホルダが降

りています」表示が消灯したことを確認  

します。 

 

 

注 意 
・ナイフホルダ部に草のはさみつけが起こらな

いよう、必ずＰＴＯを回しながらナイフホルダ

を上げてください。 
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７．切断ナイフの取外し、取付け 

ナイフの取り外し、取り付けは以下の場合に

行います。 

・切断長調整のため、ナイフをダミーナイフに  

交換する場合。 

・点検整備のため、ナイフを交換、研磨する

場合。 

 

◆切断ナイフの取り外し 

 ①リヤチャンバを完全に開け、左右のシリ

ンダストップバルブを「ロック」にしてくださ

い。 

  

②ピックアップシリンダ部のナイフフリー油圧

切替バルブをナイフフリー側に切替え、チ

ャンバ 開閉・ピック昇降切替バルブをピッ

ク昇降側に切替えてください。 

 

 

③トラクタの油圧レバーを操作してナイフフリ

ーシリンダを完全に伸ばしてください。（ピ

ックアップ装置は上がった状態になります。） 

     

④ナイフホルダ左側にあるナイフ固定レバー

のボルトを外し、レバーを約９０度回転させ

てください。 

   

 

⑤チャンバ内からナイフの後端を引き上げ、

斜め後方に引き抜いてください。 

注 意 
ナイフホルダ部の草詰まりでナイフが下がら

ない場合は、ナイフを外してホルダの溝の草

詰まりを取り除いてください。 

ナイフを取り外すときは必ず軍手を着用して

行ってください。 

    

チャンバ開閉・ 
ピック昇降切替バルブ 

ナイフフリー油圧切替バルブ 

ナイフフリーシリンダ（ナイフホルダ右側） 

Ｍ１０ボルトを外して 
レバーを９０゜回転する 
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◆切断ナイフの取り付け 

①ナイフの取り付けもこの状態で行います。 

ナイフを抜いた時と同じように、斜め方向 

から挿し込んでください。 

   

注 意 
ナイフの先端が出ていないことを確認してくだ

さい。先端が写真よりも出ている場合は、完全

に入っていないので、もう一度奥まで挿し込 

んでください。 

取り扱い時は軍手を着用して作業を行って 

ください。 

 

②ナイフ固定レバーを９０度回転させて元に  

戻し、ボルトおよびナットで固定してください。 

    

③トラクタの油圧レバーを操作してナイフフリ

ーシリンダを完全に縮めてください。 

 （ピックアップ装置も同時に下がります。） 

 

注 意 
ナイフフリーシリンダを操作する際には、ピッ

クアップ装置も上下しますので、注意して  

ください。 

④ナイフがセットした切断長の状態になって 

いるか確認してください。出ていない時は 

ハンマー等でナイフを軽くたたいてください。 

 

注 意 
ナイフホルダ部の草詰まりでナイフが上がら 

ない場合は、ナイフを外してホルダの溝の  

草詰まりを取り除いてください。 

 

⑤ナイフフリー油圧切替バルブを操作し、  

ロック側に切り替え、チャンバ開閉・ピック 

昇降切替バルブをチャンバ開閉側に切替

えてください。 

 

⑥左右のシリンダストップバルブを「ロック  

解除」にし、トラクタの油圧レバーを操作  

してリヤチャンバを閉じてください。 

 

 

 

レバーを９０゜回転して  
Ｍ１０ボルトを取り付ける 
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８．切断長の調整 

◆切断長の変更 

切断長は、ナイフをダミーナイフに交換して

調整してください。 

（ダミーナイフはオプション部品です。） 

  

 

◆理論切断長 

・ナイフ枚数１１枚 

       ９０ｍｍ（両端１３９ｍｍ） 

・ナイフ枚数６枚（一枚置き） 

      １８０ｍｍ（両端１３９ｍｍ） 

・ナイフ枚数５枚（一枚置き） 

      １８０ｍｍ（両端２２９ｍｍ） 

 

◆簡易的にナイフを下げる方法 

P.３４に記載の切断ナイフ取り外し方法を参考

にして、手順③でナイフフリーシリンダを伸ばし

た後にナイフフリー油圧切替えバルブをピック

昇降側に切り替えると、簡易的にナイフを下げ

た状態で作業できます。 

しかし、ナイフは完全には下がりませんので、

無切断にする場合は、ナイフを外してダミー 

ナイフ（オプション）を使用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．切断ナイフの手入れ 

◆切断ナイフの手入れ 

切断ナイフは、特殊鋼の全面焼入れで減り

にくくなっていますが、定期的に研磨しない

と切れ味が悪くなり、所要馬力も高くなります。 

稲わら作業の場合は、少なくとも１５０ロール

に１回、牧草の場合は５００ロールに１回程度

の研磨をおすすめします。条件によっては 

さらに少ない作業個数での研磨が必要に 

なります。 

 

◆切断ナイフの研磨 

平らな面を仕上用のディスクホイルで徐々に 

削ってください。 

１回の削り量が多いと、発熱により焼きが戻り、

ナイフの減りが極端に早くなります。 

複数のナイフをローテーションしながら少し

ずつ削ると、発熱が少なくなり良好な研磨が

行えます。 

 

 
注 意 

・ナイフが切れない状態で作業を続けると、

ナイフの抜け止めシャフトの異常磨耗や 

ナイフホルダが破損し、ナイフがナイフ  

ホルダから脱落します。 

場合によっては脱落したナイフが成形室へ

入り込みタイトベルトの破損につながります。 

発熱しないよう徐々に削る 

ローテーション研磨で発熱を押さえる 



運転に必要な装置の取扱い                 

- 36 - 

 

１０．安全装置の取扱い 

◆ユニバーサルジョイント 

クラッチ付きのジョイントを使用しており、大量

の草を飲み込んだ時や圧縮しすぎた時など

に作動します。 

このような時は、速やかにＰＴＯクラッチを切り、 

クラッチ作動の原因を取り除いてから、エン 

ジン回転を落としてゆっくりとＰＴＯをつないで

ください。 

 

 

◆クラッチがよく作動する場合 

・ウインドローが大きい場合は、作業速度を  

遅くしてください。 

・カッティングナイフの枚数を減らしてください。 

・ベール固さの設定値を下げてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ピックアップ部のシェアボルト 

ピックアップ左のカバー内にあります。 

折損した場合は必ずエンジンを停止し、ピッ

クアップ部の草を取り除き、タインを手で回し

て穴を合わせます。 

ボルトはＭ８×３０－８Ｔ全ネジを使用します。 

 

注 意 
指定以外のボルトを使用すると故障します。 

 

 

◆シェアボルトがよく折損する場合 

・凸凹の多い圃場では、ロワーリンクを上げて

タインが地面と接触しないようにしてくだ  

さい。 

・作業速度を落としてください。 

 

タインを動かして 
穴を合わせる 

シェアボルト 
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１．作業手順と要点 

 ●作業前には各部に給油して、ならし運転をする 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロワーリンクへの装着と調整 

スタンドの操作 

ユニバーサルジョイントの取り付け 

油圧ホースの接続 

コントロールボックスの取り付け 

切断長の調整 

ピックアップドラムの高さ調整 

コントロールボックスの取り扱い 

チャンバの左右に均等に草が入るように 

走行する 

ＰＴＯの入切は必ず低速回転で行って 

ください。 

ベールが設定径に近づいている 

ベールが設定径に到達しカムが回転 

ネットが繰り出す 

傾斜地ではロールが転がらない場所へ

移動する 

ベールの放出 

ネットのセット 

コントロールボックスの「作業ＯＫ」ランプ 

の点灯確認 

準
備 

作
業 

ブザーが『ピー、ピー、ピー…』と鳴る 

ＰＴＯを入れて走行する 

回転速度５４０ｍｉｎ－１
 (ｒｐｍ) 

リヤチャンバを閉じる 

ネットのセット 

各部の調整と操作 

トラクタへの装着 

ブザーが『ピ---------』と鳴ったら 

走行を停止する 

ネットの切断を確認 

リヤチャンバを開く 
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２．作物の拾い上げ 

◆ウインドローのつくりかた 

均一なウインドローを作ってから拾い上げて

ください。ウインドローの大きさは、次図の 

ようにしてください。 

 

 

注 意 

ウインドローの草量が多いと詰まりの原因と 

なります。能率的な作業をするためにも、  

上記寸法のウインドローを作ってください。 

ツインレーキで上記サイズのウインドローを 

作ることで、形状の綺麗なベールが能率的に

成形できます。 

集草はツインレーキで行うことをおすすめ    

します。 

 

◆ウインドロー拾い上げの作業速度 

作業速度は、牧草の種類や水分量、ウインド

ローの草量などによって異なりますが、下表

を目安に走行してください。 

適   要 作 業 速 度 

サイレージ用 ４～１０ ｋｍ/ｈ 

乾草用 ６～１２ ｋｍ/ｈ 

 

注 意 

・ウインドローの草量が多い所は、作業速度

を落としてください。 

・ＰＴＯの回転速度は５４０ｍｉｎ
－１
 (ｒｐｍ)を  

標準としてください。 

・グランドＰＴＯ等によるＰＴＯの逆転は絶対に 

行わないでください。 

※ＰＴＯを逆転させると機械が破損します。 

 

 

 

◆ウインドロー拾い上げ走行のしかた 

・  型で幅が１２０～１４０ｃｍの場合、 

直進走行してください。 

・  型で 

①幅が１２０～１４０ｃｍの場合は直進走行して

ください。 

②幅が１２０ｃｍ以下９０ｃｍ以上の場合は、  

ウインドローの中心よりやや左側、そして 

右側となるように交互に走行してください。 

③ウインドローの幅が９０ｃｍ以下の場合は、 

次の手順で作業を行ってください。 

 

（ⅰ）機体中央から草を投入し始め、 

チャンバの左右に均等に草が入るよう  

すばやく蛇行を行います。 

（ⅱ）圧力ゲージの圧力が上がり始めたら、 

ウインドローを本機の右側、そして左側と

なるようにある程度長い区間（２０ｍ程度）

を交互に走行してください。 

 

 

注 意 

コントロールボックスの直径表示が８０を超えて 

いない状態での空走り時（枕地など）は、ＰＴＯ

を止めて走行してください。 

（タイトベルトがひっくり返る等、タイトベルトの

破損につながるおそれがあります） 

 

①均一なベールになる 

②均一なベールにならない 

（ⅰ） （ⅱ） 
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◆作業時のタイトベルトの状態確認 

作業中に、写真のようにタイトベルトの位置が

通常の位置からずれている場合は、ずれて 

いるタイトベルト側の草が少ないときです。 

ずれているタイトベルト側へ草が入るように  

速やかにハンドル操作を行い、草を投入して 

ください。 

   
 

注 意 

タイトベルトが裏返ったり、折れ曲がるなど  

極端にタイトベルトの位置がずれている場合

は、すぐにＰＴＯを止めてください。 

安全な場所へ移動し、チャンバ内の草を放出

してタイトベルトの裏返りやずれを直してくだ 

さい。 

そのまま作業を続けるとベルトが破損します。 

※タイトベルトのテンションの緩めかたはＰ.５１

を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆旋回のときは大きく、急旋回はしない 

旋回時はできるだけ大きく旋回し、急旋回は  

絶対に行わないでください。 

 

注 意 

急旋回が必要な場合は、必ずＰＴＯを切って 

ください。 

※ＰＴＯを入れたまま旋回すると、特に直線 

距離の短いほ場では、拾い上げ時間より 

旋回時間が多くなり、ベールが必要以上に

高密度となり放出ができなくなります。 

チャンバに草が入っていない状態での運転を 

長時間行わないでください。タイトベルトの  

寿命が短くなります。 

 

３．作業時のピック、カッティングドラム部 

への草詰まり解除  

◆ナイフホルダ開閉のしかた 

ナイフホルダの開閉の方法（Ｐ.３３参照）に  

従い草詰まりを解除してください。 

トラクタに乗ったまま草詰まりを解除することが

できます。 

 

 

トラクタから降りてピックアップドラムおよび 

その周辺の草詰まりを取り除くときは、必ず 

ＰＴＯを切りエンジンを停止してから行って 

ください。 

※ピックアップタインやカッティングドラムに 

巻き込まれ、重傷を負います。

危 険 
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４．作業時の結束手順とトラブル対応 

◆結束の手順 

（１）コントロールボックスの「作業ＯＫランプ」の 

点灯を確認します。 

  牧草を拾い上げる前は、コントロールボッ 

クスの「ベール径」は７５を表示しています。 

  

（２）牧草を拾い上げていくと、コントロールボ

ックスの「ベール径」の数値が増えていき  

ます。 

 

（３）設定した「ベール径」に近づくとコントロー

ルボックスから予鈴のブザーが 

  「ピー、ピー、ピー・・・」と鳴ります。 

 

（４）設定した「ベール径」になると、コントロー

ルボックスから本鈴のブザーが「ピーーー」

と鳴ります。直ちに走行を停止してくだ  

さい。 

 

（５）自動的に「ネット」が繰り出され、結束が 

完了するとネットは自動的に切断され   

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ネットがくい込まなかったときは 

前項の（４）でネットがベールにくい込まなかっ

たときは、ＰＴＯが回転している状態で、もう 

一度コントロールボックスの「ネット繰出し」  

ボタンを押して、ネットをくい込ませてください。 

     

 

 

トラクタから降りてネット装置を確認するとき 

は、必ずＰＴＯを切りエンジンを停止してから 

行ってください。 

ピックアップドラムやカッティングドラム部に 

巻き込まれ、重傷を負います。 

 

 

危 険 
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５．ベールの放出 

◆ベールを放出する（キッカー使用時） 

結束が終わったら、トラクタの油圧レバーを 

操作してリヤチャンバを最大まで開き、ベール

を放出します。ベールはキッカーの傾斜で  

後方へ転がります。 

 

注 意 

５°以上の前下がり傾斜では、ベールがうまく  

後方へ転がらないことがあります。また、圃場

の条件によっては５°以下でもベールが   

転がらない場合があります。うまく転がらない 

場合は、キッカーを取り外して作業を行って 

ください。 

 

◆リヤチャンバを閉じる 

ベール放出後、リヤチャンバを閉じるときは、

油圧レバーを操作してリヤチャンバを閉じて 

ください。 

リヤチャンバが閉じて確実にロックされると、 

コントロールボックスの作業ＯＫランプが点灯 

します。 

作業ＯＫランプの点灯を確認後、次の作業に

入ってください。 

 

 

◆ベールを放出する（キッカー取り外し時） 

ベールの結束が行われている間に本機を５ｍ  

程度後進させてください。 

そうすることで結束したベールを放出後、次の 

牧草の拾い上げを最初からきっちりと開始でき 

ます。 

結束が終わったら、トラクタの油圧レバーを 

操作してリヤチャンバを最大まで開き、ベール

を放出します。 

 

 

◆５ｍ前進してからリヤチャンバを閉じる 

 （キッカー取り外し時）  

ベール放出後、リヤチャンバを閉じるときは、

放出したベールにリヤチャンバが当たらない 

よう、約５ｍ前進してから閉じてください。 

リヤチャンバが閉じて確実にロックされると、 

コントロールボックスの作業ＯＫランプが点灯 

します。 

作業ＯＫランプの点灯を確認後、次の作業に

入ってください。 
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・ベールを放出するときは、後方に人や動物 

がいないことを確認してください。 

・傾斜地での放出は、ベールが転動しない  

ように、平坦な場所で行ってください。 

 

 

６．傾斜地での作業 

◆必ず直角走行・急ハンドル禁止 

等高線に対して直角方向に走行し、旋回は  

速度を落として、急ハンドルを切らないで旋回 

してください。 

 

※ベールを放出するときは、谷側にベールが 

移動して危険です。必ず平坦地に移動して 

安全な場所に放出してください。 

 

 

 

等高線に平行、または斜め走行や急  

旋回は横転の危険がありますので決して

行わないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．ベール径の調整 

◆試運転時にベール直径を測定する 

最初にロールベールを作った際には、でき  

あがったベールの直径を測り、設定したベー

ル径に近いことを確認してください。 

 

調整が必要な場合は、メーカー設定モードに 

入り、「DIA_OFFSET」の数値を調整してくだ 

さい。 

設定方法は P.２３～２４を参照してください。 

 

（例） 

コントロールボックスでベール径を１２０ｃｍで

設定して出来あがったロールベールの直径

が１１５ｃｍの場合、DIA_OFFSET の数値が 

５７であれば５２へ変更してください。 

その後、数個のベール直径を測定し、設定

したベール径に近いことを確認してくだ   

さい。 

 

 

注 意 

注 意 
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１．各部ローラチェンの張り調整 

（１）タイトベルト駆動チェン 

ロックナットを緩め、テンションボルトで調整

し、バネの長さを８５ｍｍにしてください。 

  

（２）ボトムローラチェン 

ロックボルトを緩め、テンションボルトで調整し

てください。矢印部分を指で押して８ｍｍが標

準です。 

 

 

（３）スクレパーローラ駆動チェン 

ロックナットを緩め、テンションボルトで調整し、

バネの長さを５５ｍｍにしてください。 

 

 

 

①チェンの張り調整や、各部の調整をすると

きはＰＴＯを切り、エンジンを停止して回転

が完全に止まってから行ってください。 

②取り外したカバー類は、必ず取り付けて 

ください。 

③リヤチャンバを開け、内部の点検・修理・ 

清掃を行うときは、必ずシリンダストップ 

バルブを閉じて下降防止をしてください。 

④作業前には、数分間ＰＴＯ回転速度４００

～５００ｍｉｎ－１(ｒｐｍ)で試運転を行ってくだ

さい。 

その後ボルト・ナットなどのゆるみ、チェン

の張り調整などの点検を行い、作業を  

開始してください。 

⑤作業中、ワラ・牧草などを手や足で本機に

入れることは絶対にやめてください。 

⑥運転中は動力の伝達部・回転部に手足や

衣服などを絶対に近付けないでください。 

⑦各チェン、各回転部分や摩擦しゅう動部

分には十分注油してください。また、部品

が摩耗したまま使い続けると、摩擦による

加熱の原因となり、場合によっては火災と

なります。 

警 告 

８５ｍｍ 

５５ｍｍ 
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（４）カッティングドラム駆動チェン 

ロックナットを緩め、テンションボルトで調整し、

バネの長さを８５ｍｍにしてください。 

 

 

（５）ピックアップ駆動チェン（左） 

バネが密着するよう、ナイロンナットで調整して

ください。 

 

 

（６）ピックアップ駆動中間チェン 

バネが密着するよう、ナイロンナットで調整して 

ください。 

 

 

 

 

８５ｍｍ 



簡単な手入れと処置                    

- 45 - 

２．自動注油 

主要なチェンは電動により自動注油されます。 

「注油」ボタンを一度押すと設定秒間注油され 

ます。 

押し続けると押している間注油され、離して 

から設定秒間注油します。 

作業時は、１０ベール毎に設定秒間注油され 

ます。 

  

（１）オイルタンクにオイルが入っているかを確認

してください。オイルタンクのオイルが少ない

場合は、オイルタンクの給油口を開け、規定

量のオイルを補給してください。 

 

（２）オイルタンクに約４ℓオイルを入れてください。 

オイルは油圧作動油「ＩＳＯ ＶＧ３２」を使用 

してください。 

  

 

 

 

注 意 
・チャンバ内に材料が入っていない状態での

空運転は、タイトベルトの寿命を縮めるため、

行わないでください。空運転は必ずリヤチャ

ンバを開放し行ってください。 

・無給油で運転すると、オイルポンプおよび 

モータの故障につながりますので、絶対に

行わないでください。 

・粘度の高いオイルはモータの故障の原因に 

なりますので使用しないでください。 

・注油前に注油ノズル先端のゴミを取り除いて 

ください。 

 

（３）リヤチャンバを全開にして、トラクタのＰＴＯを 

低速で回転させてください。 

 

（４）コントロールボックスの注油ボタンを１０秒程

度押し続けて注油してください。 

 

（５）注油が終わったらトラクタのＰＴＯを止めて 

ください。 

 

注 意 
・自動注油箇所以外のチェンにも必ず注油して

ください。 

・注油タンク内のオイル残量には特に注意して、 

少なくなれば補給してください。 

・オイルタンク内のオイルが完全になくなった  

場合は、エア抜きを行う必要があります。 

 

 

自動注油箇所 
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３．自動注油以外のチェン 

  

 

 

 

４．自動注油装置のエア抜きのしかた 

（１）タンクにオイルが入っていることを確認して

ください。 

 
 

 

 

 

（２）コックレバーを A 方向にしてください。 

 

 

（３）コントロールボックスの注油ボタンを押して 

ください。（注油ボタンを長押しするか、必要に

応じ注油時間を長く設定してください。） 

 

（４）タンクへ戻るホース内の気泡が無くなってい

るのを確認したら、コックレバーをＢ方向にして

ください。 

 

５．グリスアップのしかた 

◆ユニバーサルジョイント部 

長期格納前または５０時間ごとに、次の部位を

グリスアップしてください。 

 
 

◆入力軸ベアリング部と牽引ヒッチ部 

８時間ごとにグリスアップしてください。 

スクレパーローラ駆動チェン 

オーガ右駆動チェン 

ピックアップ駆動チェン 

ピックアップ駆動中間チェン 

コックレバー 
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６．チャンバ部のグリスアップ 

長期格納前または、８時間毎に、次の部位にグリスアップしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 場  所 番号 場  所 

１ 駆動ゴムローラ軸ベアリング左右 ８ テンションアーム支点 左右 

２ スクレパーローラ軸ベアリング左右 ９ チャンバ支点左右 

３ ネット送りローラ軸ベアリング左右 １０ テンションシリンダー上左右 

４ 上フロントローラ軸ベアリング左右 １１ チャンバーロック支点左右 

５ 下フロントローラ軸ベアリング左右 １２ テンションシリンダー下左右 

６ カッティングドラム軸ベアリング左右 １３ 駆動軸ベアリング 

７ ボトムローラ軸ベアリング左右   

    【左側】 

     
〇：手動グリス部 

□：自動グリス部 

〇：手動グリス部 

□：自動グリス部 

A 

B 

【右側】 

13 
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７．オイル交換のしかた 

◆ミッションオイル 

始動時から５０時間で全量交換し、その後は 

１年に一度もしくは１００時間ごとに全量を交換

してください。 

使用するオイルは、 

ギヤオイル＃９０ １．２ℓです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．タイヤの空気圧の調整及び摩耗、損傷 

作業前にはタイヤの空気圧を確認してください。 

空気圧は次の通りです。 

 

１３×５.００－６ 

常圧タイヤ内圧 ２７４ｋＰａ (２．８ｋｇｆ/ｃｍ2） 

 

１４Ｌ-１６．１ １０ＰＲ（VC１３１１Ｎ） 

常圧タイヤ内圧 ２４５ｋＰａ(２．５ｋｇｆ/ｃｍ2） 

リム組み時内圧 ３４０ｋＰａ(３．５ｋｇｆ/ｃｍ2）以下 

 

４８０/４５-１７ １４ＰＲ（ＶＣ１３１１ＮＢ） 

常圧タイヤ内圧 １７７ｋＰａ(１．８ｋｇｆ/ｃｍ2） 

リム組み時内圧 ２４５ｋＰａ(２．５ｋｇｆ/ｃｍ2）以下 

 

 

 

・タイヤの空気圧は、取扱説明書に記載して 

いる規定圧力を必ず守ってください。 

空気の入れ過ぎはタイヤ破損のおそれが 

あり、死傷事故を引き起こす原因になります。 

・タイヤに傷があり、その傷がコード（糸）に 

達している場合は、使用しないでください。 

タイヤ破損のおそれがあります。 

・タイヤ、ホイールなどに関する交換・修理 

などは、十分な整備設備をもち、特別教育 

を受けた人がいるタイヤショップなどの専門 

店に依頼してください。 

 

 

ドレンプラグ 

給油口 油面指示線 

油面 

注 意 
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９．車輪止め 

駐車時には、必ず車輪止めでタイヤの歯止め

をしてください。また、使用後はフレーム部へ

格納してください。 

 
 

 

本機をトラクタから切り離したときも、必ず 

車輪止めで歯止めをしてください。 

本機が動き、思わぬ事故の原因になります。 

 

 

１０．長期格納の手入れ 

・水洗いをして付着した泥などを落とし、巻き  

付いたヒモや草などを取り除いてください。 

・乾燥後は、回転部・摺動部やチェン類には  

十分注油し、錆びないようにしてくだい。 

・塗装のはがれた部分には、塗料を塗って錆び

ないようにしてください。 

・各部のボルト・ナットが緩んでいないかを確認し、

緩んでいるときは締めてください。 

・格納するときは、雨やほこりのかからない屋内

の平坦な場所で保管してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警 告 
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１１．タイトベルトテンションの緩めかた 

点検・清掃を行うときや、タイトベルトのズレを

修正するときは、次の手順でタイトベルトの  

テンションを緩めることができます。 

 

（１）リヤチャンバを閉じ、写真のテンションアーム  

ストッパレバーを下の位置にしてください。 

 
 

（２）油圧レバーを操作してリヤチャンバを全開 

まで開けてください。そうすると、テンション

アームストッパが出てきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）油圧レバーを操作して、リヤチャンバをゆっく

りと半分程度閉じてください。そうすると、 

写真のようにタイトベルトが緩んだ状態に 

なります。 

 
 

（４）タイトベルトを元の状態に戻すには、テンショ

ンアームストッパレバーを上の位置に戻し、

再びチャンバを全開にして、テンションアー

ムストッパを外します。テンションアームスト

ッパがはずれたらリヤチャンバを閉じてくだ

さい。 

 

注 意 

・各ローラに草が巻きついている場合は、必ず 

取り除いてから作業を行ってください。 

草が巻き付いた状態での作業は、タイトベルト

の横走りやタイトベルトがひっくり返る原因と 

なります。 

・タイトベルトを緩めた状態で、各アイドラローラ

が手で回してスムーズに回転することを確認 

してから作業を行ってください。 

アイドラローラのベアリングが破損した状態で

使用すると発熱し、火災につながります。 
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１２．ベール圧力制御バルブ操作 

◆手動でのベール圧力調整方法 

配線トラブルや、電磁圧力制御バルブにてトラ

ブルが発生した場合、機体右後方の手動バル

ブにてベール圧力を設定することができます。 

 

 
 

（１）リヤチャンバを閉じて、圧力制御バルブカバ

ーを外してください。 

 

（２）切り替えハンドルのロックナットを緩め、時計

回りにハンドルを一杯に締め込み、ロックナッ

トを締めてください。 

 

（３）圧力調整ハンドルのロックナットを緩め、  

反時計回りにハンドルを３回転程度緩めてく

ださい。 

 

（４）リヤチャンバを全開にしても問題ないように、

工具を機体から下ろしてください。 

 

（５）トラクタのエンジンを始動し、外部油圧レバ

ーを操作しリヤチャンバをゆっくりと開けて  

ください。 

 

（６）圧力ゲージが徐々に上がり、リヤチャンバが

全開手前あたりで圧力ゲージの目盛りが  

４～６の範囲で、希望の圧力まで上がるかを

確認してください。 

 

 

（７）リヤチャンバを閉じ、必要に応じて圧力調整

ハンドルを調整してください。 

・圧力が低い：時計回りに締め込む 

・圧力が高い：反時計回りに緩める 

再調整後、手順（５）（６）（７）を繰り返し希望の

圧力に調整してください。 

 

注 意 
手動でのベール圧力調整時は、リヤチャンバ

を開く際もタイトベルトにテンションがかかる 

ため、設定圧を上げすぎるとリヤチャンバが

全開できなくなります。圧力ゲージの目盛りは、

６以下で使用してください。 

圧力調整後、リヤチャンバが全開できることを 

確認してください。全開できない場合は、  

圧力を落としてください。 

 

（８）調整後、圧力調整ハンドルのロックナットを  

締め、圧力制御バルブカバーを取り付けて 

ください。 

 

再度、電磁圧力制御バルブにて作業をすると

きは、両ハンドルのロックナットを緩め、圧力

調整ハンドルを時計回りに一杯に締め込み、

切り替えハンドルを反時計回りに一杯に緩め

て両ハンドルのロックナットを締めてください。 

圧力ゲージ 
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不 調 内 容           診 断           処 置           
参照 

ﾍﾟｰｼﾞ 

ピックが上下しない ３方バルブの切替えが間違っ

ている 

カプラが合っていない 

カプラが確実に接続されて 

いない 

３方バルブを切替える 

 

合ったものに交換する 

確実に接続する 

 

 

 

３０ 

リアチャンバが上下しない ３方バルブの切替えが間違っ

ている 

カプラが合っていない 

カプラが確実に接続されて 

いない 

シリンダストップバルブが「閉」

になっている 

３方バルブを切替える 

 

合ったものに交換する 

確実に接続する 

 

左右のシリンダストップバルブを

「開」にする 

 

 

 

３０ 

 

 

ナイフフリーシリンダが  

伸びない 

ナイフフリー油圧切替えが間

違っている 

 

ナイフフリーシャフトの動きが

渋くなっている 

ピックアップシリンダ部のナイフ

フリー油圧切替えバルブを  

ナイフフリー側に切替える 

ナイフフリーシャフトとナイフ 

ベースの接触部に注油する 

 

 

３４ 

 

ナイフホルダが開閉でき 

ない 

ナイフホルダが完全に  

閉じない 

トラクタの油圧レバーが間違

っている 

開閉時に草がはさまっている

可能性がある 

複動１系統のレバーを操作する 

 

ナイフホルダを閉じる時は草の

はさまりが少ないよう、必ず 

ＰＴＯを回しながら行う 

 

 

３３ 

コントロールボックスの不調 

電源ランプが点灯しない 

 

 

 

 

作業ＯＫランプが点灯 

しない 

 

 

 

 

 

「カムが回転できません 

カムを確認してください」 

のエラーが表示される 

 

 

 

 

「ネットを確認または交換し

ネット繰出しスイッチを押し

てください」 

のエラーが表示される 

 

ヒューズが切れている 

 

 

 

 

チャンバが開いている 

ナイフホルダが下りている 

キッカーの警告が出ている 

 

 

 

 

カムが初期位置にない 

 

 

カムが回転できない 

 

 

 

ネットがなくなっている 

 

ネットがチャンバ内に入らない 

 

 

ヒューズを交換する 

コントロールボックス   ２０Ａ 

電源コード(カプセル内) ３０Ａ 

白→㊉、黒→㊀に接続する 

 

チャンバを完全に閉じる 

ナイフホルダを完全に上げる 

キッカーが下りていないか、キッ

カーを取り付けていない場合

はキッカー設定がＯＦＦになっ

ているかを確認する 

 

コントロールボックスの電源を 

つけなおす（カムが初期位置

に回転する） 

ワイパーモータが故障して  

いないか確認する 

 

 

新しいネットに交換する 

 

ネットがゴムローラ等に絡まって

いないか確認する 

１１－２４ 
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不 調 内 容           診 断           処 置           
参照 

ﾍﾟｰｼﾞ 

ジョイントクラッチが滑る ウインドローが大きすぎる 

作業速度が速い 

カッティングナイフが切れなく

なっている 

 

ベール固さ設定が高い 

適正なウインドローを作る 

作業速度を落とす 

ナイフの研磨を行う 

カッティングナイフの枚数を 減

らす 

ベール固さ設定を下げる 

３９ 

 

３６ 

 

 

２０ 

作物をきれいに拾い上げ

ない 

ピックアップ高さの設定が  

高い 

走行速度が速すぎる 

タインが破損している 

ゲージホイールの高さ調整を行

う 

走行速度を落とす 

タインを交換する 

３１ 

 

 

 

ベールが固くならない ウインドロー幅が狭い 

 

ウインドロー拾い上げ走行の

しかたが誤っている 

 

走行速度が速すぎる 

ベルトの張りが弱い 

作業中圧力ゲージの針が  

動いていない 

 

１２０～１４０ｃｍの均一なウイン

ドローを作る 

ウインドローが狭い場合は、左

右に均等に草が入るよう走行

する 

走行速度を落とす 

ベール固さ設定を上げる 

ベルトテンションシリンダの  

油圧系統にオイル漏れ等不具

合があります。販売店等に  

点検・修理を依頼してくだ  さ

い。 

 

 

３９ 

 

 

 

２０ 

タイトベルトがひっくり返る 

 

 

タイトベルトが横走りする 

ウインドロー拾い上げ走行の

しかたが誤っている 

 

ローラに草が巻きついている 

ウインドローが狭い場合は、左

右均等に草が入るように走行

する 

巻きついている草を除去する 

３９ 

 

 

５１ 

ネットが広がらない 

 

 

 

 

ネットが破れたりはがれる 

 

 

ネットの通し方が間違っている 

ブレーキシューが減っている 

ブレーキが弱い 

 

ネットの巻数が少ない 

リヤチャンバが開く速度が  

遅い 

 

 

通し方を確認する 

ブレーキシューを交換する 

ブレーキバネが長くなるよう 金

具の穴位置を変更する 

ネット巻数を増やす 

約３秒でリヤチャンバが開ききる

ようトラクタの外部油圧流量を

調整する 

３２ 

 

 

 

 

２０ 

 

注油オイルが出ない タンクとポンプの配管に空気

が入っている 

オイルの番手が大きい 

注油モータが破損している 

エア抜きをする 

 

番手を３２番にする 

注油モータを交換する 

 

 

４７ 

５６ 

ヒューズがよく切れる 繰り出しギア部に異物や 

ほこりがかみ込んでいる 

配線が破損している 

異物やほこりを除去する 

 

配線を交換する 

５６ 

 

５７ 
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１．主要諸元             
 

品 名              可変径ロールベーラ 

型 式              ＶＣ１３１１Ｎ ＶＣ１３１１ＮＢ 

装 着 方 法              ２Ｐ Ｖヒッチけん引式 

駆 動 方 法              ＰＴＯ駆動（回転数 ５４０ｍｉｎ
－１

 
(ｒｐｍ)  ） 

適 応 ト ラ ク タ              ４４．２～７３．５ｋｗ（６０～１００ＰＳ） 

機

体

寸

法 

全 長           ３，７１０ｍｍ 

全 幅           ２，３８０ｍｍ（２，４１０ｍｍ） ２，５６０ｍｍ（２，６５０ｍｍ） 

全 高            ２，３６０ｍｍ ２，３４０ｍｍ 

質 量              ２，６８５ｋｇ ２，７４５ｋｇ 

理 論 切 断 長 ９０ｍｍ 

ベール寸法 径ｘ幅 ８０ｃｍ～１３０ｃｍ×１１８ｃｍ 

梱 包 方 法              ネット 

タ イ ヤ サ イ ズ              １４Ｌ／１６．１ １０ＰＲ ４８０／４５―１７ １４ＰＲ 

作 業 速 度              ４ ～ １２ｋｍ／ｈ 
※この主要諸元は、改良により予告なく変更することがあります。 

 全幅の( )内寸法は、車軸を外側の穴で固定した場合の寸法です。 

 

２．主な消耗品             
 

部 品 名 称           部 品 コ ー ド           サ イ ズ         員 数         

ピックタイン ２５１０７ ５１７１ ０００  ４４本/台 

ピックサイドタイン ２５１０７ ５７３１ ０００  １６本/台 

ナイフ ６０１１９ ６２６１ ０１０  １１枚/台 

シェアボルトアッシ ０１１５８ ５０８０ ３０Ａ ボルト８×３０（８Ｔ全ネジ） １０本セット 1 セット/台 

 

３．オプション部品             
 

部 品 名 称           部 品 コ ー ド           サ イ ズ         員 数         

ダミーナイフ ６０１１９ ６２６３ ０００  １１枚/台 

 

４．オイル             
 

給 油 箇 所              使 用 オ イ ル              給 油 量              

ミッション ギヤオイル ＃９０ １．２リットル 

チェン部（オイルタンクに投入） 油圧作動油 ＩＳＯ ＶＧ ３２ 相当  ４リットル 
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５．構成部品の位置（電装）             

 

No 名    称 No 名    称 No 名    称 

① ベールサイズセンサ ⑤ カム１センサ ⑨ 注油ポンプ 

② チャンバ閉右センサ ⑥ カム２センサ ⑩ 圧力調整バルブ 

③ ボトムフロアセンサ ⑦ チャンバ閉左センサ   

④ カウントセンサ ⑧ ネット繰出しワイパーモータ   
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６．配線図             

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※各配線の線色は予告なく変更になる場合があります。 

圧力ゲージ 
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７．燈火装置交換ハーネス             

トラクタ側の燈火装置用ソケットが日農工規格で定めるトレーラ用接続コネクタ(CN８極コネクタ)では

なく、ＤＩＮ規格品(７ＰＤＩＮソケット)の場合変換ハーネスを取り付けてください。 

以下の図のように変換ハーネスを取り付けてください。 

ハーネスは必要に応じてリピートタイで固定してください。 

 

 

８．車幅灯取付け位置             

車幅灯のランプベース取付位置は、ＶＣ１３１１ＮとＶＣ１３１１ＮＢでは異なります。 

次図を参考に左右対称になるよう取り付けてください。 

 
  

        
 

 
 

 

 

ＶＣ１３１１ＮＢ用穴位置 ＶＣ１３１１Ｎ使用穴位置 車幅灯 
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９．ローラーの配置とタイトベルトの通しかた            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



付表                           

- 59 - 

１０．油圧回路図            
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